
病徴と被害 
ウリ科作物に感染する750nm ※の紐状のウイルスです。 

葉や果実にモザイク症状や奇形を生じる「モザイク病」に
なり、減収します。 

アブラムシが媒介したり、ハサミ等に付いた感染株の汁液
を介して感染が広がります。 
 ※ nm（ナノメートル）＝10 -9 メートル 

防除対策 
ウイルス病には化学農薬が効かないので、アブラムシ防
除を徹底し、感染した株は抜き取って拡大を防ぎましょう。 
ワクチン（弱毒ウイルス）※を接種して予防しましょう。 
※ワクチンは京都府の生物資源研究センターが中心となって開発しました。 

ズッキーニ黄斑モザイクウイルス（ZYMV） 
Zucchini yellow ｍosaic virus 

野菜類の病害虫 

キュウリ果実の奇形とモザイク症状 キュウリ葉の奇形とモザイク症状 
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